










要約:音刺激、形、ひらがな、漢字、顔画像を用いて、事象関連電位による学習障害の解

析を行った。健常児の標準値を用いると、学習障害児において発達性協調運動障害、読字

障害、書字障害では潜時の延長、左半球の振幅の低下等の異常を認めたが、境界知能、高

機能型広汎性発達障害、発達性計算障害では正常範囲であった。学習障害と事象関連電位

とは、相関があり、診断`高次脳機能障害の障害過程の同定に有用である。


